
臨床看護実践能力習得段階表                              由利組合総合病院 看護部 

 
新人 レベルⅠ レベルⅡ レベルⅢ レベルⅣ 
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達 
 

レ 
 

ベ 
 

ル 

１．基本的知識・技術･態度を

もって患者に対し、看護ケ

アが安全に出来る。 
２．チームメンバーとしての

役割が果たせる。 
３．指導を受けながら、看護

過程を展開することが出来

る。 
４．受け持ち看護師としての

役割と責任が果たせる。 
５．自己の看護観を意識する。 

１．専門的知識を深め、看護

ケアが安全確実に出来る。

２．看護上の問題を把握・分

析し看護過程が展開出来

る。 
３．受け持ち患者に個別的な

看護が提供出来る。 
４．チームメンバーとしての

役割が果たせる。 
５．チームリーダーの役割が

理解出来る 
６．院内外研修を通して看護

の知識が深められる。 
７．看護研究に取り組むこと

が出来る。 
８．自己の看護観を表現出来

る。 

１．対象に合わせた看護ケア

が効率的に出来る。 
２．潜在化している問題を明

確にし、看護過程が展開出

来る。 
３．受け持ち看護師としての

役割を果たすことが出来

る。 
４．プリセプターとしての役

割を果たすことが出来る。

５．チームリーダーとしての

能力を身につけ、リーダー

の役割が出来る。 
６．後輩や学生の指導が出来

る。 
７．院内外の研修に参加し、

看護実践に生かすことが出

来る。 
８．看護研究に取り組むこと

が出来る。 
９．看護部の委員会に参加し、

役割がはたせる。 

１．看護過程の展開の指導が

出来る。 
２．受け持ち看護師としての

役割モデルが出来る。 
３．チームリーダー・サブリ

ーダーの役割モデルが出来

る。 
４．所属部署に於いて教育的

役割が出来る。 
５．看護研究チームのリーダ

ーが出来る。 

１．看護実践に於いて創造性

と専門性を発揮でき、指導

出来る。 
２．社会・医療情勢を踏まえ

た管理能力を身につけ行動

出来る。 
３．病院・看護部門の取り組

みに参画し推進出来る。 
４．看護研究の推進や支援が

でき、積極的に研究に取り

組むことが出来る。 

 


